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Abstract 

The Sambagawa metamorphic belt in the Mt. Ryumon district, western Kii Peninsula, consists of two 

grological umt, Tomobuchi umt and structurally overlying limori unit. Funaokayama rock, named by Hiro-

ta, 1991, exlst m the northeast parts of this district. Funaokayama schists are different in metamorphic 

grade and mode of deformation from surrounding schists. The geological structure of the Mt. Ryumon dis-

trict rs charactctenzed by the E-W trending limori syncline 

The Tomobuchi unit occupying the south parts of the Mt. Ryumon district. This unit are principally 

composed of pelitic and psamitic schists which are intercalated with basic and siliceous shists, but in the 

southeast parts of this unit, psamitrc schists are predommant. Most common metamorphic minerals in pelit-

ic schists are chlonte, but close to the boundary of the limori unit occuring small garnet. The Tomobuchi 

unit belongs to the chlorite zone, but close to the boundary of the limori unit belongs to low-grade garnet 

zone. 

The Hmon umt occupymg the north parts of the Mt. Ryumon district. This umt are principally com-

posed of basic and pelitic schists which are intercalated with siliceous schists. This unit contains many 

ultramafic and mafic rocks. Most common metamorphc minerals in pelitic schist are chlorite and garnet 

but chlonte + garnet + biotite mmeral assemblage are found at Kasukami and Fujlzaki. The limori unit be-

longs to the garnet zone, but partly belongs biotite zone. The biotite occurring points corresponds to biotite 

zone (Wang and Maekawa, 1997) predominate in this area 

The relationship between the Tomobuchi unit and limori unit is possibly fault because of difference to 

geological structure and matamorphic grade 

The Funaokayama rock are composed of basic and pelitic schists which are intercalated with siliceous 

schists . This schists characterized by mylonitic texture and such as ribbon quartz and mica fish 
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第1図　西南日本の地帯構造区分

中山，1958．1960など）　しかし，その後約30年間，この地域は超塩基性　塩基性岩体に関

するの研究（中山，1983，Kmug1za，1980．1982）を除いてあまり研究されていない　最

近，層序　地質構造　岩石学的研究（村上，1991，廣田，1991，王ほか，1997），放射年

代学的研究（Takasu　et　a1．1996，粟本，1993．1995）が行われた

　紀伊半島では，三波川帯　秩父累帯　四万十帯の東西の帯状配列（第1図）が乱され，

場所によっては，秩父累帯が欠如して三波川帯と四万十帯が直接し，さらに三波川帯が欠如

し，中央構造線を介して領家帯と四万十帯が直接接している地域がある（第1図，栗本，

1982，大和大峯研究クループ，1989）三波川変成帯は，最近では四国地域において主に研

究がおこなわれている．三波川帯の性格が島弧に沿ってどのように変化するのかは，三波川

変成帯全域にわたる詳細な研究が必要である．
　　　　　　　　　　　　りめうもんざん
　本論文では紀伊半島西部，龍門山地域の三波川変成帯の地質の性質，地質構造，岩石記載

について報告する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　皿　研　　究　　史

　紀伊半島西部の三波川変成帯の研究については，すでに廣田（1991）により詳しくまと

められているので，それ以前の研究についてはここでは省略する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ともぷち　廣田（1991）は，飯盛地域の三波川変成帯を下位1より無点紋帯の靹淵ユニット，点紋帯
　いいもり

の飯盛ユニヅトに区分し（第1表），両ユニヅトの境界は地質構造と変成度の差異により断

層と考えた　また，紀ノ川沿いに変成度が一部で灰曹長石黒雲母帯に達し，周囲の結晶片

岩とは組織や鉱物組合せが異質な船岡山岩体を見い出した．船岡山岩体は，飯盛ユニットの

さくろ石帯中の構造岩塊またはスラスト　ンートであると考えた

　最近，王・前川（1997）は紀伊半島西部の三波川帯の変成分帯をおこない，緑泥石帯，

さくろ石帯，黒雲母帯に区分した　そのうち黒雲母帯は，飯盛向斜軸や摺曲帯の軸部に沿っ

て帯状に分布している．また泥質片岩中の緑泥石とざくろ石間のFe－Mg分配係数より，変

成温度はさくろ石帯分布域において，南から北に向かって，黒壁母帯の分布とは無関係に連

続的に高くなることを示した　その結果，黒雲母帯は，三波川変成作用後に，二次的に断層
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第1表層序対比表
　　　四国三波川帯との比較は神山ほか（1964）による

四国三波川帯 中山（1960） 岩橋（1962） 神山ほか（1964） 秋元（1966） 中山（1983） 廣田（1991） 本論文

三縄層上部 龍門層 龍門層 龍門互層群 龍門層

飯盛層 飯盛層
C層

飯盛層 飯盛 飯盛

三縄層主部 飯盛緑色
ユニツト ユニツト

緑色片岩層 北山層 北山層 片岩層群

渋田層 渋田層 B層 渋田層

三縄層下部

および 靹淵層
無点紋

靹淵互層群 A層 靹淵層
靹淵 靹淵

小歩危層
結晶片岩帯 ユニット ユニツト

によってざくろ石帯と接した可能性があることを述べた．

　最近の放射年代学的研究として，栗本（1993．1995），Takasueta1（1996），がある　紀伊

半島西部において，栗本（1993．1995）は，無点紋帯から68．7～78．6Ma，点紋帯から

720～750Maの白雲母のK一虹年代を報告している　Takasu　et　a1（1996）は，点紋帯に

おげる白雲母の40虹／39Ar年代測定の結果，75～77Maのプラトー年代を示した．また，船

岡山岩体では，75Maの白雲母のプラトー年代を示した

　　　　　　　　　　　　皿　龍門山地域の三波川変成帯の地質

　龍門山地域の三波川変成帯は，廣田（1991）の層序区分に従うと，無点紋泥質片岩と砂

質片岩を主体とする靹淵ユニヅトと，その構造的上位に位置し，主に点紋泥質片岩，点紋塩

基性片岩からなる飯盛ユニットに区分される．この地域の北西部には，周囲の結晶片岩とは

変成度や変形様式が異なる船岡山岩体（廣田，1991）が存在する（第3図，第4図）

　A．靹淵ユニット

　靹淵ユニットは，神山ほか（1964）の靹淵互層群，中山（1983）の靹淵層にほぼ対応す

る（第1表）調査地域には，本ユニットの構造的下限が現れていないため層厚は不明であ

るが，約3000mの層厚が確認できる．

　靹淵ユニヅトは調査地域の南半分を占め，主に無点紋泥質片岩からなり，塩基性片岩と砂

質片岩，珪質片岩から構成される　主要な片理面の方向は般に原岩の層理面方向と一致し

ており，走向はN80W～EWが卓越し，傾斜は80．S～80oNの急傾斜が卓越する

　泥質片岩は　般に黒色で，片理と平行に1～2mmの石英に富む優白色の層と炭質物によ

る優黒色の層とが互層する　片理面上には，　般にちりめんじわ摺曲による線構造が発達し
ている．簿蓉協付近から薗宙にかげての泥質片岩は，厚さ数10cm～数mの淡緑色の塩基
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細粒で曹長石斑状変晶は認められない　この泥質片岩は片理面と平行に幅1～2mmの石英

脈を含み，またシェアバソドがしばしば発達する．

　塩基性片岩は，緑色から濃緑色を呈し，緑れん石が濃集する黄緑色の層と，角閃石や緑泥

石が濃集する暗緑色の層が幅数mm～数Cmで互層する縞状構造がしばしぱみられる．片理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんだ面上には，角閃石の定向配列による線構造がみられる　善田には，片理と線構造の発達が弱

く，塊状で淡緑色の塩基性片岩が分布する　また，その北方には，原岩が火山性堆積物と考

えられる数㎜オーターのラ1ナがみられるさらにその北方では，暗青色を呈するNa

角閃石を含む塩基性片岩がみられる　Na角閃石を含む塩基性片岩は，　般に暗青色を呈

し，飯盛向斜の南翼にのみみられる．

　砂質片岩は，靹淵ユニットに比べ飯盛ユニットでの分布は少なく，泥質片岩中に層厚5

二m以下の薄層が含まれたり，船岡山の北側の紀ノ川右岸にのみみられる　　般に灰色で，

泥質片岩と比べて片理や線構造の発達が弱い　残留砕屑鉱物として斜長石，石英，ざくろ石

が認められる．

　珪質片岩は，青灰色，緑色，ピソク色，暗灰色を示す　暗灰色のものは，泥質片岩中に厚

さ1～数血で挟まれ，青灰色，緑色，ピソク色の珪質片岩は塩基性片岩中に厚さ数m～数

10㎜のものが挟まれる．

　超塩基性　塩基性岩体は，飯盛ユニットに分布し，特に飯盛向斜軸付近に多くみられる

超塩基性岩のほとんとは蛇紋岩からなり，規模はさまざまである　周囲の結晶片岩の片理の

走向方向に調和的なレソズ状である

　龍門岩体は，南北約600皿，東西約1800m．で，周囲の結晶片岩の片理の走向と調和的な

レソス状をなす　この岩体はほとんど蛇紋岩からなり，龍門山山頂，または岩体周辺部の勝

神では片状化が著しく，片状化の方向は周囲の結晶片岩の走向と調和的である　龍門山東部

の龍門岩体と泥質片岩の境界部では，優白色の主に滑石からたる幅数Cmの反応帯がみられ

る．

　龍門岩体についての研究として，中山（1983）は，タナイト，変はんれい岩，単斜輝岩

からなる複合岩体とし，変成作用時の貫入岩と考えた　また，Kmug1za（1980．1982）は，

この岩体の成因は，再結晶かんらん石がアソチゴライト　フルーサイト　磁鉄鉱なとの蛇紋

岩を構成していたと考えられる鉱物を包有して成長していることから，キュームレートとし

て形成された後，一度蛇紋岩化し，そのあと三波川変成作用によってかんらん石が再結晶

し，再びかんらん岩になったと考えた．

　紀ノ川沿いの竹房には，厚さ約20mの塊状の超塩基性岩体が分布する　この岩体は，径

数cm。～2mの円礫や角礫の蛇紋岩からなり，マトリクスは蛇紋石や炭酸塩鉱物で充填され

ている　この岩体と周りの結晶片岩が接する部分は，竹房橋下でみられ，主に滑石からなる

優白色の層が幅10cm一にわたりみられる．

　布袋石の超塩基性　塩基性岩体はすでに廣田（1991）に記載されており，蛇紋岩中に厚

さ1～2mの変はんれい岩を挟む厚さ約20mの岩体である．変はんれい岩と蛇紋岩の関係

や，変はんれい岩と周りの結晶片岩との関係は露頭において確認できない．周りの結晶片岩

と岩体との接触部分には，幅30cmで，淡緑色を呈し，主に滑石とCa角閃石からなる反応
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帯が存在する．また，接触部付近の蛇紋岩は，周りの繕晶片岩の片理と調和的に片状化して

いる．変はんれい岩は，鉱物粒度が粗粒で塊状である．

　善田の塩基性岩体は，大きさは厚さ約10mで，塩基性片岩中に含まれる　淡緑色の部分

と優白色の部分からなるはんれい岩組織がみられる．また，優白色の都分が長径2cInほ

ど，周囲の結晶片岩の片理面の走向と調和的な紡錘形に引き伸ばされたものもみられる　周

囲の結晶片岩との境界はみられない．

C．船岡山岩体

　船岡山岩体は，調査地域北東都の船岡山一妹山地域に東西約1㎞，南北約350mにわた

り分布し，主に塩基性片岩　泥質片岩からなり，珪質片岩の薄層をはさむ　周囲の飯盛ユニ

ットとの境界は確認できない．

　泥質片岩は，　般に暗灰色を呈し，石英，斜長石に富む優白色の層と，緑泥石，炭質物に

富む優黒色の層が数㎜ごとに互層をなし縞状構造を示す．変成鉱物は粗粒で，曹長石の

斑状変晶の粒径は3mmに達し，ざくろ石の斑状変晶は，径2～3mmに達する．白雲母の

定向配列により片理面が形成され，ちりめんじわ摺曲による線構造が発達する

　塩基性片岩は，緑色または暗緑色を呈し，径4mm。に達する曹長石斑状変晶がみられ，

角閃石の定向配列による線構造が認められるざ／ろ石の直径4㎜に達する斑状変晶と，

1㎜以下の徴細なざ／ろ石が濃集した層が互層する徴細なざくろ石が濃集した層はシー

ス摺曲をなす　このような2種類のざくろ石のみられる塩基性片岩は，船岡山岩体にのみ

確認され，泥質片岩層の中に層厚30～50cmの層状に挟まれる．

　珪質片岩は，塩基性片岩中に挟まれ，層厚は5In以下である　　般に暗灰色またはピソ

ク色を呈する．

　泥質片岩や塩基性片岩には曹長石十ざくろ石十黒雲母の鉱物組合せが認められ，廣田

（1991）は，曹長石斑状変晶の縁都に灰曹長石の存在を報告しており，船岡山岩体は一部灰

曹長石黒雲母帯の変成度に達すると考えられている　また，廣田（1991）は，この岩体の

成因をざくろ石帯を示す飯盛ユニヅト中に存在する構造岩塊あるいはスラスト　シートと考

えている．

　　　　　　　　　　　　　　　　v　岩　石　記　載

　A　靹淵ユニット

　1）泥質片岩
　主要構成鉱物は石英，曹長石，白雲母，緑泥石で，緑れん石，炭酸塩鉱物，炭質物を少量

含み，また，電気石，スフェソ，褐れん石を含むことがある　白雲母と緑泥石の定向配列に

よって片理が形成され，片理面上にはちりめんじわ摺曲のよる線構造が発達している

　曹長石は，最大径05mmで球形から紡錘形の斑状変晶としてみられる　包有物として石

英，緑れん石，炭質物を含む　包有物の大きさはいずれ一もO02m皿以下の徴細な緒晶であ

る．

　白雲母は，径02m血で，包有物として径O02mm以下の徴細な緑れん石，炭質物を含
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み，飯盛ユニットとの境界付近では径01m皿の細粒なざくろ石を含むことがある

　緑泥石は，径05二mmで，淡緑色から緑色の多色性を示す　暗青色の異常干渉色を呈し，

イ申長は負を示す．

　2）塩基性片岩

　主要構成鉱物はCa角閃石，曹長石，緑れん石，石英，緑泥石で，白雲母，スフェソ，鉄

鉱を少量含む　炭酸塩鉱物，Na角閃石，パソベリー石を含むことがある　いずれの鉱物も

細粒である．

　曹長石は，径01～05mmの球形や紡錘形を示す　包有物として径O01mm以下の徴細

な緑れん石，角閃石を含む

　緑泥石は径02～05mm．で，白雲母とともに厚さ05～10m－mの密集層をなし，片理を

形成する．無色から淡緑色の多色性を示す．褐色の異常干渉色を示す’ものは伸長は正で，暗

青色の異常干渉色を示すものは伸長は負を示す．

　緑れん石は，径01～05mmの粒状で，核都が高く，縁都が低い複屈折率を示す累帯構

造をするものが多くみられる．

　Ca角閃石は，長径02～10mmの柱状または針状を示し，片理面上に平行に配列する

X’：淡青色，Z’＝淡青緑色の弱い多色性がみられる

　Na角閃石は，飯盛ユニットとの境界付近で見られ，幅約10：m1mの暗青色を呈する層に

みられる　Na角閃石はCa角閃石の核都にみられる　Ca角閃石の大きさは長径03mm，

核部のNa角閃石の部分は，長径01mm　X’＝淡青緑色，Z’＝淡青紫色の多色性を示す

　パソベリー石を含む塩基性片岩は滝谷峠付近に存在する　バソペリー石は，緑泥石の濃集

層にみられ，繊緯状を示す．無色から淡青緑色の弱い多色性がみられ，褐負の異常干渉色を

示す．

　3）珪質片岩
　主要構成鉱物は石英，曹長石，白雲母，緑泥石で，鉄鉱，炭質物，緑れん石，スフェソを

少量含み，Ca角閃石，紅れん石，スティノレプノメレソを含むことがある　白雲母や緑泥石

の定向配列により片理が形成される．ちりめんじわ摺曲による線構造が見られる．

　4）砂質片岩
　主要構成鉱物は石英，斜長石，白雲母，緑泥石で，スフヱソ，鉄鉱，炭質物，炭酸塩鉱物

を少量含む　また砕屑粒子として石英，斜長石，カリ長石，褐れん石がみられる。褐色の砂

質片岩は，白雲母に富み，暗灰色の砂質片岩は，石英，斜長石が多い　厚さ03m皿の石英

の卓越層と，厚さ02㎜の白雲母の卓越層が互層をなし，片理を形成する砕屑粒子であ

る石英や斜長石は，片理の方向に扁平化している

　B．飯盛ユニヅト

　1）泥質片岩
　主要構成鉱物は石英，曹長石，白雲母，緑泥石で，ざくろ石，緑れん石，スフェソ，炭質

物を少量含み，また，電気石，鉄鉱，炭酸塩鉱物，黒雲母を含むことがある　白雲母と緑泥

石の定向配列による片理が発達している　片理面上には，ちりめんじわ摺曲による線構造が

発達している．
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　曹長石は，長径03～20mmの球形や紡錘形をしている　斑状変晶を形成し，包有物と

して炭質物，緑れん石，ざくろ石，石英，白雲母，鉄鉱，電気石，スフェソを含む　包有物

の配列は，まわりの片理と斜交しているもの，調和的なものがみられる．船岡山岩体周辺の

北涌や西渋田には，曹長石斑状変晶が肉眼でみられず，ツェアバソトの発達した泥質片岩が

みられる．

　緑泥石は，径01～05mmで，白雲母と密集層をなし，片理を形成する　淡緑色から緑

色の多色性がみられ，暗青色の異常干渉色を示し，伸長は負であるが，黒雲母を含む場合同

一緒晶内において正と負の結晶がみられる場合がある．

　ざくろ石は，径O．2～O．5mmの半自形から他形粒状を示し，曹長石の斑状変晶の包有物，

白雲母の密集層中，石英の卓越層中にみられる場合がある　さくろ石の粒径は，飯盛ユニヅ

ト分布地域の北側にいくほど大きくなる傾向がある．

　緑れん石は，曹長石斑状変晶の包有物としてみられる場合，径005皿m。以下の徴細な結

晶としてみられる．白雲母や石英の卓越層中に存在する場合は，径O．1mmの粒状または柱

状を示す．

　黒雲母は，飯盛向斜北翼の勝神と藤崎において確認される　径02mmの半自形の結晶

が，白雲母または緑泥石にともなって存在し，無色から濃褐色の顕著な多色性を示す

　2）塩基性片岩

　主要構成鉱物は曹長石，Ca角閃石，石英，緑泥石，緑れん石でスフェソ，鉄鉱，炭酸塩

鉱物，白雲母を少量含み，また，Na角閃石，ざくろ石を含むことがある．緑泥石とCa角

閃石が定向配列をなし片理を形成する．

　曹長石は，長径20～40mmの球形または紡錘形の斑状変晶を形成する　斑状変晶中に

は緑れん石，Ca角閃石，石英，緑泥石，白雲母，鉄鉱の包有物を含む　これらの包有物が

つくる片理は，周囲の片理と斜交するものや，S字型，周囲の片理と包有物の片理とがつた

がるものがある．

　Ca角閃石は，片理と平行に配列し，長径O．3～0．5mnの柱状から針状の結晶がみられる．

X’二淡黄緑色，Z’＝淡青緑色の多色性を示す．また，紀ノ川流域の藤崎では，長径1．2m皿

の柱状から短柱状のX’＝淡緑褐色，Z1＝青緑色の多色性を示すCa角閃石がみられる

　緑泥石は，径01～03mmの半自形結晶で，緑色から淡緑色の多色性を示す　暗青色の

異常干渉色を示す伸長が正のものと，褐色の異常干渉色を示す伸長が負のものがある．これ

らが同一結晶に存在する場合がある．

　緑れん石は，径01～03m－mの粒状や短柱状を示し，片理に沿って配列する　緑れん石

に富む猷，厚さ約05～1O㎜の濃集層を形成することがあるまた，累帯構造を示す

ものもあり，核都に向かって複屈折率が高くなる．

　Na角閃石は，累帯構造を示すCa角閃石の核部にみられる．長径O．3～0．5mmの柱状を

示し，X’＝淡紫色，Z1＝淡青緑色の顕著な多色性がみられる

　3）珪質片岩
　主要構成鉱物は石英，白雲母，曹長石であり，Ca角閃石，ざくろ石，緑れん石，鉄鉱を

少量含む．また，ピソク色を示すものは，紅れん石を含み，青灰色のものはNa角閃石を含
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む．

　4）砂質片岩
　主要構成鉱物は石英，白雲母，曹長石であり，緑れん石，スフェソ，ざくろ石，鉄鉱，電

気石，炭質物，炭酸塩鉱物を少量含む　　般に灰色を呈し，塊状で片理の発達は泥質片岩に

比べて弱いが，白雲母が定向配列をなし片理を形成している　砕屑粒子として石英，斜長

石，褐れん石がある．

　C　超塩基性　塩基性岩体

　龍門超塩基性岩体は，ほとんどが蛇紋石からなり，鉄鉱，炭酸塩鉱物をともなう

　紀ノ川沿いの竹房の超塩基性岩体は，礫状の蛇紋岩がみられる　蛇紋岩は，ほとんどが蛇

紋石と鉄鉱からたり，マトリクスの部分は，蛇紋石からなる場合と炭酸塩鉱物によって充填

されている場合がある．

　布袋石では，変はんれい岩が蛇紋岩をともなってみられる．蛇紋岩は，ほとんど蛇紋石か

らなり鉄鉱，炭酸塩鉱物，滑石をともなう．変はんれい岩は，優白色の都分と優黒色の部分

からなるはんれい岩組織がみられる　優白色の部分は，主に斜ゆうれん石，斜長石，石英か

らなり，もと斜長石と考えられる．優黒色の部分は，主にCa角閃石，単斜輝石からなり緑

泥石，石英，曹長石，緑れん石，スフェソを含み，この部分は，もと苦鉄質鉱物と考えられ

る単斜輝石は，径O1～05㎜の短柱状を示し，融鉢より複雑な形状を示す周囲の
泥質片岩と接する反応帯の部分は，幅30cmで淡緑色を呈し，主にCa角閃石と白雲母から

なり石英，斜長石をともなう

　善田の塩基性岩体は，優白色で球形や紡錘形を示す部分と，淡緑色の部分がみられるはん

れい岩組織が認められる．優白色の都分は，長径1．O～1．5cmで主に斜ゆうれん石からな

り，石英，斜長石，スフェソ緑れん石を含み，この部分は，もと斜長石と考えられる淡

緑色の部分は，主にCa角閃石からなり，緑れん石，斜ゆうれん石をともない，もと苦鉄質

鉱物であったと考えられる．

　D．船岡山岩体

　1）泥質片岩
　主要構成鉱物は曹長石，白雲母，ざくろ石，石英，緑泥石で，Ca角閃石，黒雲母，緑れ

ん石，電気石，スフェソ，炭質物を少量含む　白雲母と緑泥石の定向配列により片理の発達

が著しく，片理面状にはちりめんじわ摺曲による線構造が発達している

　曹長石は，径20～40皿mの球形や紡錘形の斑状変晶がみられ，包有物としてさくろ石，

石英，緑れん石，白雲母，電気石，炭質物を含む包有物の配列は，周りの片理と斜交した

りS字型を示す．また，斑状変晶の縁部に包有物がみられたいものもある．

　ざくろ石は，径O．1～2．O1mmの斑状変晶としてみられ，緑泥石からなる非対称プレッシ

ャーシャトウをともなう　包有物として白雲母，緑れん石，石英，曹長石，鉄鉱，炭質物を

含む　ほとんどのざくろ石は，著しい圧砕を受げており，片理面方向に伸長している

　緑泥石は，径O．5～1．0m－mの結晶が白雲母とともに片理を形成する．淡緑色から淡緑褐

色の弱い多色性を示し，暗青色または褐色の異常干渉色を示す　伸長は青灰色の異常干渉色

を示すものが正，褐色の異常干渉色を示すものが負であり，これらが同一結晶内においてみ
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られる．

　Ca角閃石は船岡山の北側でみられる．長径2．5mmの紡錘形を示す結晶が片理に沿って

配列する．X1＝淡褐色，Z1＝淡緑褐色の多色性を示す．

　黒雲母は，長径01～02二m皿の結晶がみられる　単体で存在する場合と，白雲母ととも

に存在する場合がある．

　2）塩基性片岩

　主要構成鉱物は曹長石，石英，さくろ石，Ca角閃石，緑れん石，緑泥石であり，電気石，

スフェソ，白雲母，鉄鉱を少量含み，その他に黒雲母，炭酸塩鉱物を含むこともある．白雲

母と緑泥石が定向配列をして片理を形成する．

　曹長石は，径20～301mmの斑状変晶を形成する　形は球形，楕円形，レソス状を示す

包有物として緑れん石，炭酸塩鉱物，緑泥石，ざくろ石を含み，包有物の配列は，周りの片

理と斜交している場合が多い．

　ざくろ石は，船岡山の北側でみられるものは，径2．O～10．Ommの粗粒なものと，径O．5

mm以下の細粒な結晶に区分できる．細粒な結晶は，厚さO．2mmの濃集層を形成し，シー

ス摺曲を示す　粗粒なざくろ石は，包有物として緑れん石，石英，曹長石，緑泥石が含ま

れ，基質の配列と連続的なS字型の配列を示す

　緑泥石には，片理を形成し，褐色の異常干渉色を示し，伸長が負のものと，ざくろ石の割

れ目に沿って存在し，暗青色の異常干渉色を示し，伸長が正のものが存在する

　黒雲母は，径05mm以下で，単独または白雲母にともない片理面を形成するものと，曹

長石，ざくろ石の包有物としてみられる

　3）珪質片岩
　主要構成鉱物は石英，曹長石，白雲母，鉄鉱で，ざくろ石，緑れん石，Ca角閃石を少量

含むざ／ろ石，鉄鉱が濃集する層と，石英に富む層とが幅数㎜で互層して縞状構造を

なす．

　　　　　　　　　　　V’靹淵ユ手ツトと飯盛ユーツトとの関係

　廣田（1991）は，両ユニヅトの関係はユニヅト境界と結晶片岩の走向方向が斜交するこ

とと，両ユニヅト問の変成度の差異から断層関係を考えた

　本調査地域において，曹長石斑状変晶の大きさは，靹淵ユニットにおいて最大径05mm

であるのに対し，飯盛ユニットでは最大径10Inmである　また，飯盛ユニソトでは径02

m皿1以上のざくろ石が普遍的に含まれるのに対し，靹淵ユニヅトではほとんどみられない

片理面の走向については調査地の西部の平尾において，飯盛ユニヅトではWSW－ENEか

らE－W方向であるのに対し，靹淵ユニットではWNW－ESE方向を示す　また，線構造に

ついて靹淵ユニットにおいてはWNW方向に対し，飯盛ユニットではWSWからW方向
とわずかに斜交する．以上のことから靹淵ユニットと飯盛ユニットの関係は，変成度，地質．

構造に違いがみられ，両者は断層関係にあると考えられる　すたわち廣田（1991）が提案

した両ユニットの境界の断層が西方に延長している可能性が大きい．
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　　　　　　　　W　紀伊半島西部龍門山地域の三波川変成帯の変成作用

　泥質片岩中の変成指標鉱物を用いて，本調査地域の変成分帯を試みた　靹淵ユニットは大

部分緑泥石帯に属し，飯盛ユニヅト境界付近でざくろ石帯低温都に達する　飯盛ユニソト

は，ざくろ石が普遍的に出現することからざくろ石帯に属する　一部龍門山北側の勝神や紀

ノ川流域の藤崎には曹長石黒雲母帯に属する部分が存在する（第4図）

　Kaneh1ra（1967）は，この地域の変成度は飯盛向斜に支配されると考え，龍門層群（龍

門山周辺の飯盛ユニヅト最上位部の泥質片岩層に相当）がこの地域で最局変成度の曹長石一

黒雲母帯に属し，下位になるにしたがい違続的に変成度が低くなるとしたしかし今回，勝

神と藤崎において黒雲母が確認できたことと，船岡山岩体の存在から，この地域において飯

盛向斜が直接，変成度を支配しているとはいえない

　王　前川（1997）は，紀伊半島西部の三波川変成帯において変成分帯を行い，緑泥石帯，

ざくろ石帯，黒雲母帯に区分した　ざくろ石帯分布地域では黒雲母帯の分布にかかわらず，

緑泥石とさくろ石問のFe－Mg分配係数は，北方に向かって連続的に高くなることを示し

た　これより黒雲母帯は，三波川変成作用後の二次的な断層（衝上断層）によってざくろ石

帯と接した可能性があることを述べた．

　本研究のにおいて，黒雲母の産出地点は今まで報告された藤崎に加え，勝神においても見

いだされた　この黒雲母産出地点は王　前川（1997）の黒雲母帯分布域と調和的であり，

龍門山地域の黒雲母帯は，Kaneh1ra（1967）のように，この地域の上位に存在するのでは

たく，王・前川（1997）が指摘したように，ざくろ石帯中に帯状に分布する．
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